




星 合 孝 男
男山友5年 .1月1日,国書 極 地 研 究 所 を 」、9盤研 究 機 関 と
した 極域 科学kり」文が,総 合 研究 人学 院 大ノ7二,数物 干1.学研
先 手11・の 11に,lk"iMlされ た.イ 動1.攻の1・]大学 へ の 参IJ[1につ い● て,終 始 ご 懇 篤 な こ.指導 とお 励 ま し を賜 った,学 長 長 倉
こ郎 先 生 を は じめ とす る 教 職ti'6位,ならび に.文 部 本
省 の 担 当官 各位 に,こ の 場 を借])て,厚 く御 礼 申 しあ げ1
る.ま た,㌧㌧〔攻 設 置 に 向 け て,不 断 の 努力 を 屯ね て きた
極 地 研究 所 の 旧 ・現 教 職 員 各位 に 対 して も,衷 心 か らの
、肚意 をノくす る.特 別 研 究 学 生 の 教 育 を通 して,人"7:1:完教
育 に 協 力は して きた もの の,独 自の11,吸を持 ち.独 自の
学 生 を教 育 す る こ とは,我 々に と って 初め て の;経験 て あ
る.先 達 の ご経 験 に'7:び,「1らの 努 力 をな して,初 期 の
目的 を達 成 した い と 考え て い る.
Pt-".,.一ス の 、読 者1渚lfでに と って 「糸徐冷MiJF究人ツ:1;完人二
・ア:」とい う ノS学:は,・必『¥しも馴1メ冒茱い と;ま思 わ れ な い.
そ こで,1,,1大学 の 印 刷 物 の ・部 を拝flllして,そ の概 要 を
紹 介 させ て い た だ く,'`総合研 究 大学 「:ン1ノく学 は,我 か 国
初の い わ ゆ る独,Z　jくi`,「1完学 校 教 育 法 第68条の 規 定 に
基づ きti:部を持 た す 大学1;完だ け を置 く 大学 と して 昭
手1163年10月に 、1定置 され た 国 、り く'.;t:であ る.4く学 は,1}国● の 大学研 究M'の共「,iJ{iJ「究 推 進 に つ い て 中 心 的 殴書11を果た





ルギ ー物 理 学 研 究1り1,国、:/遺伝学 研 究iり1,統III.数理 研 究
所,[司1:祭日本 文化研 究 セ ン タ 一ー,国11,/J{文ff,核融rr科.
"}{:{IJf究「り「,「f[11疸:「lE「、1".Jt'「liJli∫F究i幾tlli.　(ク} '.干:|.「噛7:{i}1.究「りf,」1㌧
礎 生 物 学 研 究 所,牛 理 学 研 究 所 〕 及 び 国 、乞民 族 学 博 物
館)と の 緊 密 な 連係 ・協 力 の ドに,そ れ らの 優 れ た 人材.
と研 究 環 境 を 基 盤 と して 博1ゴ麦期 課 程 σ)教育 研 究 を 行 う
こ と を特 色 と して い る.本'了:はこ う した特 色 を生 か して
教 育 研 究 活 動 を 活 づδに 進 め.新 しい学 問 分 野 を開 手{1守る
と と も に.そ れ ぞ れ のLl≠門 分野 に お い て 学 術{1}1究の 新 し
い 流 れ に 先 導ll勺に対 応 す る こ との で き る優 れ た研 究 者'を
養 成 す る こ と を 目的 と して い る.tt　当極 地 研 究 り1が新 た
に 加 わ り,基 盤 研 究 機 関 はUと な った わ けで あ る,
さて,極 域 科.'7専攻 で あ る.r打止111・」極 域 の 自然 は,電
磁 圏,水 圏 及 び 陸 圏 を通 し－CHIIiに関 連 し.そ れ 「1体が
・つ の 大 きな 「|然系 を な して い る .極 域 科.学は こ の 自然
系 に係 る 幅 広 い 研 究 分 野 を基 礎 と して そ の ヒに 、ン:ち,「|
然 界の 物 理 的 ・化 学 的,生 物 的 諸 過 程 とそ のHiff.作川 を
地 球 規模 の シ ステ ム 科.学とみ て 究 明 す る こ とをH的 と し
て い る.極 域 科.学専攻 に お い て は,南 北IIlj極域 の 自 然 現
象 を中心 に,全 地 球 的 環境 を も視 野 に 入れ た教 育 研 究 を
行 い.高 度 の 研 究 能 力 をA－備 し,か つ,幅 広 い地 球 科 学
研 究 に 従'llでき る優 れ た研 究 者 をSt,fikする も ので あ る,
■ 国立極 地研 究所 発行 ■ 〒173東 京都板 橋 区加 賀1-9-10tt(03)3962--4711(イt?O
1993イド6/12〔}自発 千】.1;商)!1巨」|2〔〕日9コE/jL
1
極 地 研 ニ ュ ー ス115
極域科学専攻は,極域気圏科学,極 域水陸圏科学の二
つの大講座からなる,それぞれの教育指導分野 とその概
要,及 び授業科 目を上げれば以下の通 りである,




















アの発達 と分裂,氷 床発達に至る変動史,並 びに,現在
の変動現象に関する研究 と教育を行う.また,氷 床 ・氷
河変動にともなう陸圏環境変化が生物の適応と維持にど
のような影響を与えるかに関する研究と教育を行う.:




か し,平成5年度の応募学生は5名 であ り,試験の結果
は,全 員が本専攻の学生に応わしい人達であることを示
した.4月26日,長倉学長のご臨席を得て,入 学式を挙
行 した,講義 も始 まり,5人 の学生さんは勉学にいそし
んでいる.来 年度も活気溢れる若人が,多 数応募 して下
さることを期待する.
(筆者1国 立極地研究所長)
モーソン,デ ー ビス基地 を訪 ねて





オース トラリアの南極観測は,タ スマニア ・ホバー ト
郊外にある南極局を中心に多 くの国の機関,大学が参加
して実施している.南 極局は芸術 ・体育 ・環境 ・観光 ・
準州省に属し,所長の下に研究部(海 洋,陸 上生物,雪
氷,超 高層),極地医療部,事 業部(基 地 ・野外行動,
設営技術,船 積 ・航空機利用,観 測隊行動),方針 ・計
画部(方 針,情 報サービス,計 画),管理部(資 産管理,
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委 託,観 測 兼用 船)と ア イ ス バ ー ド(チ ャ ー タ ー.貨 物
船)の2隻 を10月中旬 か ら5月 初 め にか け計9航 海 運 航
して い るが,航 海 日数 が 少 な くて す み(ケ ー シ ー7日,
モ ー ソ ン12日).基 地 周 辺 の 夏 行 動 に 約4ヶ 月 間 と長 い
期 間 が とれ る た め,夏 観 測 に 力 を入 れ て い る(今 シ ーズ
ンの 参 加 者約170名).一方 越 冬 観 測 項 目 は少 な く,ケ ー
シー を例 に とる と.19名の 隊 員 の 内,観 測 関 係 隊 員 は気
象,地 球 物理,生 物観 測 の5名 にす ぎな い.ち なみ に昨
シー ズ ンの総 輸 送 量 は物 資3,600トン(内 建 設 資 材2.234
トン),燃 料1,952kt,持ち 帰 り物 資(主 に 廃 棄 物)746
トンで あ った.南 極域 の3基 地 は昭 和 基 地 よ り北 に 位 置
す るが,最 低 気 温 は 一40℃ 前 後 と ほ ぼ 同 様 で あ る.し
か し大 陸 氷床 直 下 に あ る モ ー ソ ンは 斜 面 下 降 風 が 強 く年
間の 平 均 風 速 は11.1m/秒と昭 和 基 地 の 約2倍 の 強 さで
あ る.● 3基 地 と も1981年か ら基 地 施 設 の 全 面 的 更 新]1事を行
って お り.ケ ー シー はす で に 終 了 した が,後 の2基 地 は
1995年まで か か る 予定 で,10年計 画 が15年に 延 び る よ う
だ.更 新 さ れ た施 設 は,1棟IOOmL'にも満 た な い 旧基 地
に比 べ 非常 に 大 規模 で,例 え ば53名分 の寝 室,医 療施 設,






で8名 の建設隊員が従事 している.低 いラックで基地中
に温水,冷 水,消 火用水,汚 水の4系 統の配管と電気等
の配線ケーブルが張 り巡らされるなど,基地設備 も統一















三 澤 啓 司
さる5月31日 か ら3日 間,極 地 研 究 所 講 堂 にお いて 第
18回南 極 陽 石 シ ン ポ ジ ウ ムが 開催 され た.2名 の 招 待 講
演 者(オ ー ス トリア 自然 史 博 物 館 のGero　Kurat教授,
オ ー ス トラ リア国 立 大 学 のStuart　Ross　Taylor教授)を














る.ま た,初 日の午後には普通コン ドライト隈石中の特

















































セッションの座長 を快 く引き受けて くださった皆様には
この場を借りてお礼申し上げます.
(筆者:国 立極地研究所資料系助手)
あるブリザー ドの 日,隊 員達 は

















込んで くる.大 陸上の旅行の出発点S16には5人 が滞
在 している.彼 らは,今 年 日本から運んだ大型雪上車
SMIO3をSl6に搬送 した.し か しこの悪天で,帰還予
















足 しているが,い ったい何が良いのだろう,ど うしてこ






の存在が重要ではないか.新 しい設備は,我 々の暮 しを
楽にするが.生 活の満足感,安 堵感は人の和からである.
これは,も ちろん誰かに作ってもらうものではない.と










































































る.機体は屋外に駐機 してあるため,ブ リザー ド毎に掘
り出さねばならず,機 体内に入 り込んだ雪の取 り出し,
海氷上の滑走路の整備と、飛行開始まで2日 間の作業を
要するが,3日 目に天候が悪化すると,ま た最初から作









り,夕焼けやオーロラの写真を撮 りスライ ド大会で楽 し
んだ りした.
5月から冬 日課 となり,朝食は1時 間遅れの8時 から
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　f⑪r　Japanese　Antarctlc　Statlons)
昭 和 基 地
(Syowa;89532)
平 均 気 温(Mean　 temp,)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Mln.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leve])　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relatlve　humldity)　(%)
平 均 風 速(Meanwlnc{　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)　(nl/s)
瞬 間 最 大 風 速 　 (Gust)　(m/s)






































である.こ のマ グマの海(マ グマオーシャン)は,
1000km以.ヒの深 さに達 していたと考える研究者が多
く,こ ういう状態では,地 球上に大陸地殻は存在する










リー ン ラ ン ド,カ ナ ダ 中 央 部,オ ー ス トラ リア 西 部,
南 極 エ ン ダー ビ ー ラ ン ドな どか ら報 告 され て い る.こ
うい っ た 岩 石 を 詳細 に 調 べ る と,地 殻 が ど うい う プ ロ
セ ス を経 て 地 球 ヒに 生 まれ たの か,そ の後 ど うい う遍
歴 を経 て現 在 に至 っ た の か,そ の 生 い 立 ち を探 る こ と
が で きる.
地 球 史 の.ヒで,40億 年 前 とい う時 代 は,地 球 上 に地
殻 が で き始 め た 頃 で あ り,海 も存 在 し,ま だ 確 認 され
て はい な い が 原 始 的 な 生 命 活 動 が 始 ま って い た 可 能 性
もあ る,そ うい う時 代 な の で あ る.ま さに地 球 が 大 宇
宙 の 中 で,そ の 存 在 を 高 らか に 主 張 し始 め た 時 代 で あ
る とい え よ う。
